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Transient Pneumonitis as a Possible Adverse
Reaction to the
BNT162b2 COVID-19 mRNA Vaccine in a Patient
with
Rheumatoid Arthritis: A Case Report and Review
of the Literature
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Possible case of polyarteritis nodosa with
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following COVID-19 vaccination: A case report
and review
of the literature

大久保悠介 大村晋一郎、石原龍平、宮本俊明 Modern Rheumatology Case Reports 2023 7(1):172-176.
Oxford
University
Press

New-onset Seropositive
Rheumatoid Arthritis Following COVID-19
Vaccination in a Patient with
Seronegative Status.
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Impact of dysphagia
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other than inclusion body
myositi
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Epub 2022 Jun 9. PMID:
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Successful switching
treatment of adalimumab for refractory pyoderma
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report and review of the literature.
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Miyamoto T
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A case of psoriatic
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36070946; PMCID:
PMC9751726

Baseline clinical features predicting macrophage
activation syndrome in
patients with systemic adult-onset Still's disease
receiving interleukin-6
inhibitor treatment.
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Jun 19. PMID: 35719030.

Efficacy of denosumab on
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MTXを知る ～MTXのアンカードラッグたる所以、
重要性を再考する～

宮本俊明
第66回日本リウマチ学会総会ランチョ
ンセミナー

2022.4 横浜

最近、TNF阻害薬を使用していますか？
～TNF阻害薬がもたらしたすべてを再考する～

宮本俊明
第33回中部リウマチ学会ランチョンセ
ミナー

2022.9 岐阜

ジセレカを知っていますか～基礎、実臨床から
JAK阻害薬を斬る～

宮本俊明
ジセレカ錠発売１周年記念講演会 in
函館

2022.1 函館

IL-6阻害薬のポテンシャルを最大限引き出すため
に知るべきこと ～IL-6阻害薬間の差異化とサリル
マブへの期待～

宮本俊明 一宮IL-6セミナー 2022.1 岡崎

ジセレカを知っていますか~基礎、実臨床から各
JAK阻害薬をしっかり考える~

宮本俊明 JAK阻害薬を考える会in埼玉南部 2022.1 埼玉

RAで苦しむ患者をなくすために必要なこと～TNF
阻害薬のすべてを再考する～

宮本俊明 RA Clinical Web Seminar 2022.2 半田市

ひとりひとりの患者様が高い治療目標を達成する
ために ～新規SLE薬サフネローを考える～

宮本俊明 SLE Web Seminar 2022.2 浜松

当院リウマチセンターが寄与できること～リウマ
チ、乾癬、シェーグレン症候群の口腔内ケアを中
心に～

宮本俊明 第２回多領域診療連携の会 2022.2 浜松

乾癬治療における医療連携の重要性 宮本俊明 乾癬治療地域連携医療WEBセミナー 2022.2 浜松

最近TNF阻害薬を使用していますか？ 宮本俊明 TNF価値創造セミナー 2022.3 浜松

当院における多職種連携の実情と近医クリニック
を 巻き込んだチーム医療の推進について

宮本俊明 県西部多職種連携の会 2022.3 浜松

リウマチ診療の最近の進歩と病診連携の重要性 宮本俊明 浜松市浜北区医師会学術講演会 2022.5. 浜松

膠原病リウマチ内科
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リウマチで悩んでないですか？ ここまで進んだリ
ウマチ診療

宮本俊明 市民公開講座全国WEB 2022.5 東京

すべてのRA患者様が高い治療目標を達成するた
めに ～サリルマブを知ろう～

宮本俊明 ケブザラWEB講演会 2022.6 浜松

私が考える、オルミエントの理想のMTX-IR像 宮本俊明
Olumiant Focus Week　Web
Conference

2022.6 浜松

ひとりひとりの患者様が高い治療目標を達成する
ために ～新規SLE薬サフネローを考える～

宮本俊明 これからのSLE診療を考える会 2022.6 浜松

JAK阻害薬について今までに分かったこと～位置
付け、作用機序から予想される注意点、5剤それ
ぞれの特徴について～

宮本俊明 RA Expert Seminar 2022.7 宇都宮

ひとりひとりの患者様が高い治療目標を達成する
ために ～新規SLE薬サフネローを考える～

宮本俊明 SLE-UPDATEカンファレンス 2022.7 東京

皆さん、MTXをしっかり使用していますか？ 　～
WoCBA RA患者を考える上でもMTX治療が重要な
理由を知る～

宮本俊明 RA WEB SEMINAR 2022.7 名古屋

JAK阻害薬を使っていますか？
～フィルゴチニブを中心に、各々の特徴を知ろう～

宮本俊明 RA薬物治療を考える会in岡山 2022.7 岡山

PSA診療とチーム医療、病診連携を考える 宮本俊明
乾癬性関節炎の治療を考える会in青
森

2022.8 青森

MTX、TNFiのことをたくさん知りたいですか？～
様々なCQを暴く～

宮本俊明 HUMIRAインターネットライブセミナー 2022.9 東京

最近、TNF阻害薬を使用していますか？
～TNF阻害薬がもたらしたすべてを再考する～

宮本俊明 長崎リウマチセミナー 2022.9 長崎

今だからこそステロイドを再考する 宮本俊明 Chugai Biologics WEB Seminar 2022.9 浜松

リウマチ内科医が考える乾癬診療
～MTXとTNF阻害薬について～

宮本俊明 明日からの乾癬治療セミナー 2022.9 浜松

RA最新医療から連携まで ～RAにおける当院多
職種連携の実情と近医整形外科クリニックを巻き
込んだチーム医療の推進について～

宮本俊明 金沢病診連携セミナー Oct-22 金沢

TNFiを使用していますか？
～ゴリムマブのベストユースを考える～

宮本俊明 関節リウマチWEBセミナー Oct-22 浜松

MTXの使い方をご存じですか？ ～フェーズ1を再
考する～

宮本俊明
メトジェクト製造販売承認記念 イン
ターネットライブセミナー

Oct-22 静岡

ベテラン医師が行うcsDMARDを使いコツ 宮本俊明 関節リウマチ　WEBセミナー 2022.11 静岡

MTXの使い方をご存じですか？ ～フェーズ1を再
考するとともに皮下注射剤メトジェクトの意義を知
る～

宮本俊明 RA薬物治療を考える会 2022.11 広島

MTXはなぜアンカードラッグか？ ～フェーズ1を再
考するとともに皮下注射剤メトジェクトの意義を知
る～

宮本俊明
メトジェクト新発売記念講演会in久留
米

2022.12 久留米

MTXはなぜアンカードラッグか？ ～フェーズ1を再
考するとともに皮下注射剤メトジェクトの意義を知
る～

宮本俊明 メトジェクト新発売記念講演会in県北 2022.12 宮城

関節リウマチ患者における
ニューモシスチス肺炎罹患後の
生物学的製剤再開についての検討

大村晋一郎 志智大介、宮本俊明 日本リウマチ学会総会学術集会 2022.4. 横浜

イグラチモドの有害事象発生のリスク因子の検討 米澤春花 髙取宏昌、田原大悟
第66回日本リウマチ学会総会・学術
集会

2022年4月 横浜

眼窩先端症候群を呈した難治のANCA関連血管
炎に対してリツキシマブが奏効した1例

米澤春花 髙取宏昌、田原大悟
第67回日本リウマチ学会総会・学術
集会

2022年4月 横浜

肺癌の下垂体転移と多発血管炎性肉芽腫の下垂
体炎との鑑別を要した汎下垂体機能低下症の1例

米澤春花
大村晋一郎、大久保悠介、森嶌早
紀、綿引基、林千雅、三輪秀樹、宮本
俊明

第248回日本内科学会東海地方会 2022年10月 浜松

肺癌の下垂体転移と多発血管炎性肉芽腫の下垂
体炎との鑑別を要した脳神経障害を伴った汎下垂
体機能低下症の2例

米澤春花
大村晋一郎、大久保悠介、森嶌早
紀、綿引基、林千雅、三輪秀樹、宮本
俊明

第37回臨床リウマチ学会 2022年10月 札幌

新型コロナウイルスワクチン接種後に発症した結
節性多発動脈炎の一例

大久保悠介 大村晋一郎, 石原龍平, 宮本俊明 第246回内科学会東海地方会 2022.2 静岡

当院でのRA患者におけるアダリムマブ治療229例
368週でみられた寛解導入率と継続率

宮本俊明 大村晋一郎、大久保悠介、米澤春花 第66回日本リウマチ学会総会 2022.4 横浜

生物学的製剤効果不十分例へのイグラチモド
（IGU）追加併用の有用性

宮本俊明 大村晋一郎、大久保悠介、米澤春花 第66回日本リウマチ学会総会 2022.4 横浜

TNF阻害薬効果不十分例に対するBIO Switchの
有用性 ～ゴリムマブ（GLM） vs アバタセプト
（ABT） vsトシリズマブ（TCZ） :実臨床における観
察研究～

宮本俊明 大村晋一郎、大久保悠介、米澤春花 第37回日本臨床リウマチ学会 2022.10 札幌

RA患者におけるMTX+BIOで治療ゴール達成後の
MTX減量について

宮本俊明 大村晋一郎、大久保悠介、米澤春花 第66回日本リウマチ学会総会 2022.4 横浜
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